
 

大阪税関行政懇談会について 

 

 

【経緯・目的】 

平成元(1989)年より、関西国際空港開港に向け、魅力ある空港にする

ためには税関行政としてどのように貢献すべきか等について、各界の有

識者から助言等を受けることを目的として、｢関西新空港と地域社会に

関する税関行政懇談会｣を開催。 

関西国際空港の開港（平成６(1994)年９月）に伴って同懇談会の当初

の目的が達せられたことから、平成９(1997)年からは、特定の税関の政

策に対する方向性を決めるような目的ではなく、有識者、学識経験者、

専門家等から税関を取り巻く状況の変化に係る様々な話を伺い、税関行

政に対するご理解をいただくとともに、自由に懇談いただく場として開

催する｢大阪税関行政懇談会｣へ改編。平成９(1997)年からこれまでに 70

回開催。 

※事務年度：７月１日～翌年６月３０日 

 

 

【委 員】 

坂元龍三 東洋紡株式会社相談役を座長として、関西経済界のトップク

ラス及び学識経験者等で構成し、時勢に相応しい講演者を招聘。 

 

 

【その他】 

・開催回数 １事務年度２回程度 

・開催場所 大阪港湾合同庁舎等 

 

 

 

 

 

 



大阪税関行政懇談会で過去に取り組んだテーマ 

 

平成８事務年度「関西空港の利用拡大策について」 

第１回 平成９年２月１３日 

 「関西空港を取巻く物流環境」説明者：大阪税関 

第２回 平成９年５月７日 

 「アジア各国の空港整備状況」説明者：大阪大学大学院 

 

平成９事務年度「近畿圏における国際貨物物流について」 

第３回 平成９年１２月１６日 

 「大阪港の港湾計画の概要」説明者：大阪市 

 「関西空港及び大阪湾の物流動向」説明者：大阪税関 

第４回 平成１０年３月３０日 

 「大阪湾の海上貨物物流について」説明者：大阪大学大学院 

 「関西空港及び大阪湾の物流動向」説明者：大阪税関 

 

平成１０事務年度「国際物流のシステム（ＥＤＩ）化の進展と今後の変化」 

第５回 平成１０年１１月１７日 

 「ＮＡＣＣＳの現状及び次期海上ＮＡＣＣＳの概要」説明者：通関情報処理センター 

第６回 平成１１年２月８日 

 「海外の物流企業の物流システム化の現状」説明者：ﾌｪﾃﾞﾗﾙｴｸｽﾌﾟﾚｽ･ｺｰﾎﾟﾚｰｼｮﾝ 

 「わが国の物流企業の物流システム化の現状」説明者：日本通運株式会社 

第７回 平成１１年４月６日 

 「鉄鋼メーカーの物流システム化の現状」説明者：住友金属工業株式会社 

 「国際物流の現状と今後の取組」説明者：シャープ株式会社 

 

平成１１事務年度「商取引における電子化 ‐高度情報通信社会への各界及び税関の対応‐」 

第８回 平成１１年１１月２４日 

 「高度情報通信社会と通信システム」説明者：大阪大学 

第９回 平成１２年１月２７日 

 「e-Business の現状と動向」説明者：日本 IBM 株式会社 

第１０回 平成１２年３月１５日 

 「電子商取引の進展状況」説明者：関西情報センター 

第１１回 平成１２年４月１３日 

 「関西における ITS の概要と将来像」説明者：関西 ITS 推進協議会 

第１２回 平成１２年５月２３日 

 「インターネット時代における企業戦略」説明者：マイクロソフト株式会社 

第１３回 平成１２年６月１２日 

 「高度情報通信社会における税関の位置付け」説明者：株式会社 NTT データ 

 



平成１２事務年度「ＩＴ社会の進展に伴う物流の変化と税関の対応」 

第１４回 平成１２年１１月３０日 

 「IT と LT の組合わせ … ３PL の新しい流れ」説明者：株式会社ニチレイ 

第１５回 平成１３年３月６日 

「IT 社会の物流戦略と課題」説明者：住友電気工業株式会社 

 第１６回 平成１３年５月１４日 

 「成長を続ける世界の航空貨物輸送を支える IT ｿﾘｭｰｼｮﾝの現状と課題」 

説明者：郵船航空ｻｰﾋﾞｽ株式会社 

 

平成１３事務年度「国際分業時代における関西と中国の関係と今後の展望」 

第１７回 平成１３年１１月１３日 

 「日中間国際分業の現状と今後の見通し」説明者：伊藤忠繊維研究所 

第１８回 平成１４年１月２８日 

 「WTO 加盟による中国の物流政策の変化と物流業界の課題」説明者：山九株式会社 

 第１９回 平成１４年３月２５日 

 「WTO 加盟後の中国経済と我が国企業・政府の対応」説明者：神戸大学 

第２０回 平成１４年５月２０日 

 「中台 WTO 加盟後の両岸経済関係の現状と展望」説明者：日本貿易振興会 

 

平成１４事務年度「国際競争時代における知的財産のあり方」 

第２１回 平成１４年１２月１３日 

 「21 世紀を生き抜くための知的財産戦略―経営戦略と知財戦略の融合―」 

説明者：武田薬品工業株式会社 

第２２回 平成１５年３月４日 

 「デジタルコンテンツ産業の現状と知的財産問題について」説明者：株式会社カプコン 

 第２３回 平成１５年４月４日 

 「大学発技術の民間移転と起業」説明者：アンジェスエムジー株式会社 

 

平成１５事務年度「近畿における産業構造・輸出入構造変化と税関業務の課題」 

第２４回 平成１５年１２月２日 

 「シャープの事業経営」説明者：シャープ株式会社 

第２５回 平成１６年２月１３日 

 「帝人グループのポリエステル繊維事業」説明者：帝人株式会社 

第２６回 平成１６年５月２４日 

 「日本の化学企業の経営戦略（遅れてきた男たち）」 

説明者：鐘淵化学工業株式会社（現:株式会社カネカ） 

 

 

 

 

 



平成１６事務年度「近畿における産業構造・輸出入構造変化と税関業務の課題」 

第２７回 平成１６年１０月８日 

 「伊藤忠商事の先端技術ビジネスと大阪」説明者：伊藤忠商事株式会社 

第２８回 平成１７年２月２日 

 「海運市況の動向とアジアの港湾間競争」説明者：株式会社商船三井 

第２９回 平成１７年３月２３日 

 「21 世紀のアパレルニット最前線－ホールガーメントによる新たな衣文化創造－」 

説明者：株式会社島精機製作所 

第３０回 平成１７年５月３０日 

 「写真処理の歴史とデジタル化へのチャレンジ」説明者：ノーリツ鋼機株式会社 

 

平成１７事務年度「関西における港湾・空港整備の状況と今後の国際物流の変化」 

第３１回 平成１７年１０月２５日 

 「スーパー中枢港湾・大阪港の取り組み」説明者：大阪市 

 「阪神港の現在・過去・将来」説明者：山九株式会社 

第３２回 平成１７年１２月１３日 

 「関西国際空港 2007 年２期供用開始」説明者：関西国際空港株式会社 

 「航空貨物の現状と将来、課題について」説明者：日本通運株式会社 

第３３回 平成１８年２月３日 

 「松下電器の国際ロジスティクス戦略」 

説明者：松下電器産業株式会社（現:パナソニック株式会社） 

 「住金物産・繊維カンパニーの SCM」説明者：住金物産株式会社 

第３４回 平成１８年４月１０日 

 「FedEx の概要と国際 Express 貨物の現状」説明者：ﾌｪﾃﾞﾗﾙｴｸｽﾌﾟﾚｽ･ｺｰﾎﾟﾚｰｼｮﾝ 

 「京セラの国際物流への取り組み」説明者：京セラ株式会社 

第３５回 平成１８年６月２日 

 「商社から見た海運概況」説明者：伊藤忠商事株式会社 

 

平成１８事務年度「東アジアと関西」 

第３６回 平成１８年１２月５日 

 「東アジアにおける関西企業の取組」 

～東アジア経済連携の視点と我が国企業への影響に関する調査から～  

説明者：関西社会経済研究所 

 「アジアにおける工業団地事業について」説明者：住友商事株式会社 

第３７回 平成１９年１月２３日 

 「私と日本、特に関西そして中国」説明者：中国常州市政府顧問 

 「他山の石、玉を攻められる」説明者：上海市対外経済貿易代表事務所 

第３８回 平成１９年４月５日 

 「アジア観光ビッグバンに向けて」説明者：国連世界観光機関アジア太平洋センター 

 「PREX と関西の国際交流」説明者：太平洋人材交流センター 

 



第３９回 平成１９年６月１４日 

 「第２滑走路オープンと貨物ハブ空港への道」説明者：関西国際空港株式会社 

 

平成１９事務年度「関西経済活性化への課題と展望～中長期的な物流への影響～」 

第４０回 平成１９年１２月１８日 

 「関西の経済・産業基盤のファクト・ファインディング」 

～復活に向けた課題を探る材料として～ 説明者：株式会社日本総合研究所 

第４１回 平成２０年２月７日 

 「フェリー事業（人流＋物流）からみた関西活性化への展望」 

説明者：新日本海フェリー株式会社 

第４２回 平成２０年４月３日 

 「物流不動産ビジネスの現状と展望 －関西エリアにおけるプロロジスの施設開発と戦略－」 

説明者：株式会社プロロジス 

第４３回 平成２０年６月１７日 

 「陸運業の現状と今後の事業展開」説明者：西濃運輸株式会社 

 

平成２０事務年度「関西経済活性化への課題と展望～関西の物流機能の強化策～」 

第４４回 平成２１年２月１６日 

 「鉄道貨物輸送の現状と課題」説明者：日本貨物鉄道株式会社 

第４５回 平成２１年３月２５日 

 「危機を超えて－すべてがわかる「世界大不況」講義」説明者：東京大学大学院 

第４６回 平成２１年５月２９日 

 「イオングループの物流機能」説明者：イオングローバル SCM 株式会社 

 

平成２１事務年度「環境産業発展の課題と展望～関西経済の活性化策～」 

第４７回 平成２１年１１月１８日 

 「三洋電機のエネルギー事業の展開」説明者：三洋電機株式会社 

第４８回 平成２２年２月８日 

 「低炭素社会を実現するグリーンインダストリー」説明者：シャープ株式会社 

第４９回 平成２２年５月２１日 

 「大阪・西日本の企業に選ばれる港をめざして」 

～国際コンテナ戦略港湾／夢洲・咲洲のまちづくり～ 説明者：大阪市 

 「国際コンテナ輸送市場の現状と展望」説明者：神戸市立工業高等専門学校 

 

平成２２事務年度「関西経済のカギを握るアジア市場の取込み」 

第５０回 平成２２年１２月３日 

 「～アジアグローバル 33 億人へのお役立ち～ 

マンダム Only One マーケティングと海外戦略の実際」 説明者：株式会社マンダム 

第５１回 平成２３年２月１５日 

 「中国と伊藤忠商事」説明者：伊藤忠商事株式会社 

 



第５２回 平成２３年６月１日 

 「アジアの発展と医療用医薬品事業の今後」説明者：武田薬品工業株式会社 

 

平成２３事務年度「関西のアジアとの交流促進～関西空港の変化を捉えて～」 

第５３回 平成２３年１２月６日 

 「ＪＴＢグループ グローバル戦略確立に向けて」 

～現インバウンドマーケット環境から事業拡大に向けた課題と対策～ 

説明者：株式会社ＪＴＢ西日本 

第５４回 平成２４年２月２２日 

 「HORIBA のアジア事業展開」説明者：株式会社堀場製作所 

第５５回 平成２４年４月１１日 

 「～空飛ぶ電車～ 新しい航空輸送モデルへの挑戦」説明者：Peach Aviation 株式会社 

 

平成２４事務年度 

第５６回 平成２５年１月２８日 

「関西国際空港の現状と今後の展望について」説明者：新関西国際空港株式会社 

第５７回 平成２５年６月１９日 

「クボタのグローバル事業展開とＡＥＯ制度への取り組みについて」説明者：株式会社クボタ 

 

平成２５事務年度 

第５８回 平成２５年１０月１６日 

「大阪港の機能強化に向けた取り組み」説明者：大阪市 

第５９回 平成２６年３月１７日 

「鉄道貨物輸送の現状と課題」説明者：日本貨物鉄道株式会社 

 

平成２６事務年度「アベノミクスと税関行政」 

第６０回 平成２７年２月２０日 

「アベノミクスと税関の取組み」説明者：大阪税関 

「京セラのサプライチェーン拡大に伴う国際物流の取り組みについて」説明者：京セラ株式会社 

第６１回 平成２７年５月１１日 

「関西の成長戦略～交流人口とグローバル化～」説明者：株式会社日本政策投資銀行 

「アベノミクスと税関行政（女性の活躍）-税関における取組-」説明者：大阪税関 

 

平成２７事務年度「ＥＰＡの拡大、ＴＰＰ発効等を見据えた税関行政に関連する取組み 

及び課題について」 

 第６２回 平成２８年３月２８日 

 「外食国際化の進展とＴＰＰ」説明者：関西学院大学 

 

平成２８事務年度 

 第６３回 平成２８年１２月２日 

 「「自分らしさ」が輝く女性活躍とは」説明者：株式会社ワコール 



 第６４回 平成２９年５月３０日 

 「越境ＥＣ」説明者：ＤＨＬジャパン株式会社 

 

平成２９事務年度 

第６５回 平成２９年１１月３０日 

 「中東・イスラーム政治研究から見えるテロ対策」説明者：神戸大学 

第６６回 平成３０年５月１６日 

 「インドから見た日本・日本人 －日印関係の未来－」説明者：在日本印度商業会議所 

 

平成３０事務年度 

第６７回 平成３０年１２月１８日 

 「関西空港の発展と関西経済」 説明者：関西エアポート株式会社 

第６８回 令和元年５月３０日 

 「最近の関税に関する国際的課題」 説明者：財務省関税局 

 

令和元事務年度 

第６９回 令和元年１２月９日 

 「NEC の FAST TRAVEL への取り組み」 説明者：日本電気株式会社 

 

令和５事務年度 

第７０回 令和６年１月３１日 

 「関税政策・税関行政について」 説明者：大阪税関 

 「物流に関する最近の諸課題について」 説明者：日本通運株式会社 

 


